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概要： トンネル効果の中でもトンネル透過係数が１となる「共鳴トンネル現象」に着目して新しい
共鳴トンネル構造の提案・解析およびデバイスの動作時間に関係するトンネル時間の解析を行ってい
る。これまでに、新規の共鳴トンネル構造として、基本的には５種類（その変型構造を含めると１0
種類以上）の半導体超格子構造を発表してきた。 
 解析手法として、トランスファー・マトリクス法を採用している。一般的に最終的な解析式（トン
ネル透過係数、共鳴条件等に対する表示式）に到達するには、かなりのエネルギー（計算力、忍耐力
および多少の技術）が必要とされるため、計算機による数値解析で特性を図示する場合が多い。した
がって、現象を特徴づける物理定数がどのように影響を与えているかの判断が不明瞭となる。一方、
解析式は物理現象を明確に物語ってくれる。地味ではあるが、解析式を求める研究は基礎的には重要
であり、応用面への発展のヒントも与えてくれる場合も少なくない。この分野における理論解析に関
しては、世界的にも知られた成果を残してきていると確信している。 
 単純でしかも新機能を有する「新共鳴トンネルナノデバイスの提案」を目ざしている。 
 
関連している企業・大学・団体等  なし 
関連する特許 1件  なし 
関連する論文 1編 電子情報通信学会論文誌，J86-C, 8 (2003) 934-943 
 
共鳴トンネル 
ナノデバイスの提案
新規発想 
新共鳴トンネル構造
の提案と共鳴トンネ
ル条件式の導出 
従来のトンネル構造
を凌駕する新構造 
Simplest  Resonant 
Tunneling  Structure
 
 シーズ
 
新超格子構造
の提案 
